
は正の整数とする。次の各問いに答えよ。ただし、答えは結果のみを解答欄に記入せよ。１
　次方程式  の解を、  とし、  

   で定まる数

　列  を考える。次の各問いに答えよ。

　　  、  、  、  の値を求めよ。

　  　とする。一般項  を   と   を用いて表せ。

　  　
 


 


を求めよ。

　を以上の整数、、 を満たす整数、の組 、 全体の集合

　をとする。次の各問いに答えよ。ただし、結果はできる限り因数分解したの式で

　答えよ。

　  　組 、 が全体を動くとき、積の総和  を求めよ。

　  　組 、 がを満たしての中を動くとき、積の総和  を求めよ。

　  　組 、 がを満たしての中を動くとき、積の総和  を求めよ。

解説

　

  　  の解が、より、解と係数の関係から

　　　　　、　………①

　　よって、①より

　　　　　  

　　　　　　

　　　　　  


   

　　　　　　  ･ 

　　　　　　

　　　　　  


    

　　　　　　  ･  ･　　　

　　　　　　

　　　　　  


    
 

　　　　　　  ･ 
 

　　　　　　

　  を先に解いて、②を用いる。

　　②より、      

　　　　　　      

  　  
  

　　　　  
     

    

　　　　･     ･   　 ①

　　　　      　………②

　  の解が、より

　　　　
   

   

　　において、それぞれに   、   を掛けて

　　　　
     

     

　　両辺の和をとると

　　　　
   

     
     

　　∴　        

　　∴　       



  　
 


 




 


   

 

　ここで、  から、
 


　 より、
 


、
 


となり

　




 

 


 


より 、




となるので

　　　　
 


 




 


･


 








 





　　　　　　　　

　　　　　　　　
 


　　　　



  　  ……  …… 

　　　　　



  




 

　　　　　



 
  

  　  


   
   ……  

　　　　　


 



 
   




   

　　　　　



     

　　　　　



  

  

　　　　　



     

　のとき

















  

    

    

   

    

    



　　・　　　　に囲まれている部分の総和が  に対応

　　・　　　　に囲まれている部分の総和が  に対応

　　・　　　　に囲まれている部分の総和と  は等しい

　　　　　　　

  　    
 

 

    　

　ここで、
 

 

    
 

 

   

　　　　　　　　　　



    




  

　　　　　　　　　　



    

　　　　　　　　　　


    

　よって、

　　　　  



      




   

　　　　　



      

　　　　　



      　

　のとき

















  

   

   

  

   

    











　　・　　　　に囲まれている部分の総和が  に対応

　　・　　　　に囲まれている部分の総和が  に対応

　　・　　　に囲まれている部分の総和が、
 

 

    に対応
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 


















一辺の長さがの正方形を底面とする立方体－

を考える。点を通る平面で立方体を切断し、右図のように

点、、をとる。ただし、点は辺上にあるもの

とする。切断面の面積を、、とする。

以下の問いに答えよ。ただし、答えは結果のみを解答欄に記入

せよ。

　とする。 を、 を用いて表せ。

　面積を、 を用いて表せ。

　



、




とする。次の各問いに答えよ。

　  　の値を求めよ。

　  　  の値を求めよ。

２



解説

 






















　 平面  平面 から

　 平面  平面 から

　よって，四角形は平行四辺形である。

　座標空間に四角柱をとり，を原点，直

　線，，を右の図のようにそれぞれ軸，軸，

　軸とすると

　　 ，， 、 ，， 、 ，， 、

　　 ，， 、 ，，

　となる。

　とのなす角がより

　　　　　･  ･  

　　　∴　     ･    ･

　　　∴　
 

･       

　四角形は平行四辺形より

　　 








 ･ 

　　         
  

　　     　……①

　、 とおくと

　



、




から、、　……②

　ここで、    
 

  

　　　　　　　　　　
 

 

　



より

　　　　　　　





 

 

　　　　　∴　
 

 

　　　　　∴　

　 とおくと、　……③

　①から　　

　　　　　　　　      

　　　　　　　　　 
   

　③を代入すると　　　

      

  

　



より　　

　　　　　　　  




　　　　　∴　  

　　　　　∴　    

　　　　　∴　



、





　②より、 より、




　よって、




　



を③に代入すると、





　以上より、




　　　　　　 



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　空間に辺が、、の三角形がある。点が三角３
形の辺上を一周する。次の各問いに答えよ。ただし、答えは結果のみを解

答欄に記入せよ。

　三角形の面積  を求めよ。

　三角形の内接円の半径を求めよ。

　三角形と同一平面上にあり、点を中心とする半径  の円を

　とする。

  　三角形の内部で円が通過しない部分の面積  をを用いて表せ。

  　円が通過する部分の面積  をを用いて表せ。

　点を中心とする半径の球をとする。球が通過する部分の体積を求めよ。

解説

　ヘロンの公式より、
  


から

　　　　　           

　三角形の面積より

　　　　　 



･  ･

　　　∴　



　　　

　円の通過部分は、図の打点部分で、通過しない部分は図の△である。









 

　△∽△で、両方の内接円の中心は一致するので、△と△の

　相似比は、：となる。











 

　よって、  ：  
 ： 

  

　　　∴　  


  

･ 

　　　　　　



 







 



･

　　　　　　





 














 

　円が通過する△の内部の面積は、    で、

　外部の面積は、      ……※　より

　求める面積  は

　　　　　   





 



  

　　　　　　 



 

　△の外部にある扇形の部分の面積について（※について）

　　　　∠などとおくと

　扇形の中心角の総和は、       

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　となるので、扇形の面積の総和は、半径の円の面積と一致する。

　球を      、 、、 、 、、 などと設定する。

　球の中心が△上を動くときの、球が通過してできる立体を

　  で切ったときの断面は、球を  で切った断面

（円）を、球の中心が△上を動くときの断面（円）が通過してできる図形と等

　しい。よって、での球の断面の半径は

　　　　      

　　∴　     

　より、   となる。

　ゆえに、求める体積は、    とすると

　　　　


    

　　　　　 


  



      

　　　　　 

 



 



  ･





　　　　　



 　　　　　　　　　　　　　　　　
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スペード、ハート、ダイヤ、クラブの各種類について、、、の枚のカードが４
ある。すなわちカードは全部で枚ある。この中から無作為に枚のカードを選ぶ。

選ばれた枚のカードについて、次の各問いに答えよ。ただし、答えは結果のみを解答

欄に記入せよ。

　枚のカードがスペード、ハート、ダイヤ、クラブのうちの種類のみからなる

　確率を求めよ。

　枚のカードがスペード、ハート、ダイヤ、クラブのうちの種類のみからなる

　確率を求めよ。

　スペード、ハート、ダイヤ、クラブの種類がそろう確率を求めよ。

　、、がすべて選ばれる確率を求めよ。

　スペード、ハート、ダイヤ、クラブの種類がそろい、かつ、、、がすべ

　て選ばれる確率を求めよ。

解説

　カードの種類の選び方は、  通り

　そのカードの種類を、として、、の枚数を 、 とすると

　　　　 、  、 、 、 、 、 

　となるので、求める確率は

　　　　　　　　
       







　カードの種類の選び方は、  通り

　そのカードの種類を、、として、、、の枚数を 、、 とすると

　　　　 、、  、、 、 、、 、 、、 

　となるので、求める確率は

　　　　　　　　
     







　カードの種類が種類のとき、それぞれのカードの枚数は枚ずつになるので

　求める確率は

　　　　　　　　








　について、  を先に解いて余事象を利用してもよい。

　　　　 
カードの種類が

種類となる確率
 

カードの種類が

種類となる確率
 
カードの種類が

種類となる確率

　　　　　　　　　　　　　








　　　　　　　　　　　　　




　、、の枚数を、 、、 とすると

　　　　 、、  、、 、 、、 、 、、 

　となるので、求める確率は

　　　　　　　　
   






　　　　　　

　　　　　　　　

　より、 、、  、、 、 、、 、 、、 

　 、、  、、 のとき

　　この枚をスペード、ハート、ダイヤ、クラブの種類への割り当て方の総数は

　　　　　　　　



通り

　 、、  、、 、 、、 のときも同様より、求める確率は

　　　　　　　　
 







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